
 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年 6月 30日(火) 

大島町立つつじ小学校 

04992－4－0184 

校 長  山室 誠也 

〈学校教育目標〉 ◎思いやりのある子  〇自ら考える子  〇たくましい子 

「 見えてくるもの 」 

校 長  山室 誠也 

のしかかるような灰色の空から、青と白の高い空へと変わっていくと、まわりの景色も少し違って見えて

くることがあります。 

学校生活の中で、同じ出来事に向き合っていても、それを戸惑いや迷いとして感じる時もあれば、前向き

に受け止められる時もあります。立つ位置を変えたり、問いを変えたりすることで、その捉え方は大きく変

わります。物事には、一つではなく、いくつもの見え方があるのかもしれません。 

 こうした見方の広がりを、日々の学びの中で支えているのが、体験学習だと考えています。体験学習のよ

さは、知識を増やすこと以上に、ものの見方を増やしていけるところにあります。 

 今は、画面を通じて多くのことを知ることができる時代になりました。遠くの出来事や様子も、手軽に知

ることができます。そのよさは確かにありますが、一方で、実際にその場に立ち、空気を感じ、人と関わり

ながら得る体験には、何ものにも代えがたいものがあります。 

 実際に見て、聞いて、触れて、考える中で、子どもたちは、すぐには答えの出ないことにも出会います。

迷ったり、立ち止まったりしながら、自分なりの考えを重ねていきます。そうした経験を積み重ねる中で、

物事を多面的・多角的に捉える視点が、少しずつ育っていくのだと思います。見方が増えることで、考えに

幅が生まれ、選べる道も広がっていきます。 

 見方が少しずつ広がる中、ふとした場面で考えを広げていく子どもたちの姿に、思わず足を止めることも

あります。しかし、体験から得た気付きは、すぐに成果として表れるとは限りません。けれども、その一つ

一つは心の中に残り、次に考え、判断する時の大切なよりどころになっていきます。 

 この夏、学校や家庭、地域での自然や人と関わる多くの体験が、子どもたち一人一人にとっての見方や考

え方を、少しずつ広げていくのだと思います。見えてくるものも、少しずつ変わっていくのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈自然体験学習 1・２・３年〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈台湾の小学生との 

      オンライン交流 5年〉 

 

 

《 体験を学びにつなげるために 》 

  子どもたちは体験の中で、驚きや感動とともに、考えや気付きの種を心に蓄えています。 

それらを言葉にすることで、体験は自分の中に残る学びへと変わっていきます。 

「どんな気持ちだった？」  「どうしてそう思ったのかな？」  「次はどうしてみたい？」 

  こうした問いかけが、子どもの学びを深めるきっかけになります。 

 

 
 

どうしてで、 
他にも生き物がいるかも。

もっと知りたいな！ 

 

自分の英語が通じてうれ

しい。いろいろな国の人

と話してみたい。 

家族にも作ってあげた

い！ 



２０２６年 ７月 主な行事予定 
１ 水 

避難訓練 
委員会活動 

17 金 終業式 大掃除 ４時間授業 水泳指導終 

２ 木  18 土  

3 金  19 日  

4 土  20 月 海の日 

5 日  21 火 
夏季休業日始 

6 月  22 水  

7 火  23 木 
 
 

８ 水 クラブ活動 24 金 
サマースクール① 
夏季水泳指導① 

9 木 着衣泳（安全確保のための水泳） 25 土 
 
 

10 金  26 日  

11 土  27 月 
サマースクール② 
夏季水泳指導② 

12 日  28 火 
サマースクール③ 
夏季水泳指導③ 

13 月  29 水 
サマースクール④ 
夏季水泳指導④ 

14 火 つつじスイミングチャレンジ 30 木 町水泳 

15 水  31 金 町水泳予備日 

16 木 給食終 つつじスイミングチャレンジ予備日    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/１０（月）～１４（金）閉庁日 

8/３１（月）サマースクール⑤ 

9/１（月）始業式  

9/2（火）給食始 

 

 

《今月の生活指導目標》 

夏休みの過ごし方を考えよう 

 

9/２（水）～ ４（金）身体測定 

９/７（月）～１１（金）夏休み作品展 

9/1４（火）～ 運動会特別時間割始 

 

 

８,９月の主な予定 

夏
の
面
談 

 実り多き宿泊体験教室     ４年担任 

４、５年生は、「自然にふれあい 地元を知り みんな

でなかよく 協力して楽しむ」というスローガンの

もと、6 月１１日から１２日の２日間で宿泊体験教

室を行いました。地域めぐりやご飯づくり、浜の湯

での入浴、伊豆大島火山のカルデラ床での溶岩探し

や動物公園でのレクリエーション、キャンプファイ

ヤーや夜の学校探検などといった企画を行い、子供

たちにとって、多くの学びを得て笑顔あふれる宿泊

体験教室となったようでした。保護者の皆さまの温

かいサポートとご協力、ありがとうございました。 

 
子どもたちの学校生活の様子は、学校ホームページでもご覧いただけます。 

＊本校は、いつでも学校を公開しています。短い時間でも構いませんので、 

 子どもたちの様子をご覧いただき、子どもたちに温かい言葉をかけてあげてください。 

校内研究の取組について    研究主任  

研究主題「自ら学び続ける児童の育成」の達成に向け

た取組の一つに、トークタイムがあります。毎週水曜

日のつつじタイムでは、各学年でお題について話し合

い、共感的に受け止めることや、他者を意識して発言

することを大切にしています。毎回のトークタイムで

は、思うように発言できたり、相手の新たな一面に気

付けたりするなど、子供たちは楽しみながら活動する

様子が見られます。今後もこうした対話を通して、自

分の考えを深めたり広げたりする力を育み、学び続け

る児童の育成へとつなげていきたいと考えています。 


